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の転換が必要である。すなわち個々の学生の認知的、 倫
理的、社会的能力を引き出し、それを鍛えるディスカッ
ションやディベートといった双方向の講義、演習、実験、
実習や実技等を中心とした授業への転換によって、学生
の主体的な学修を促す質の高い学士課程教育を進めるこ
とが求められる。学生は主体的な学修の体験を重ねてこ
そ、生涯学Vil涜ける力を修得できるのである。
このようにアクティブ・ラーニング、は、高等教育において
使用され、次のように定義される90
教員による一方向的な講義形式の教育とは異なり、学修
者の能動的な学修への参加を取り入れた教授・学習法の
総称。学修者が能動的に学修することによって、認知的、
倫理的、社会的能力、教養、知識、経験を含めた汎用的
能力の育成を図る。発見学習、問題解決学習、体験学習、
調査学習等も含まれるが、教室内でのグループ・ディス
カッ、ンョン、ディベート、グループ・ワーク等も有効な
アクティブ・ラーニングの方法で、ある。
初等中等教育において「アクティブ・ラーニングJが使用
されたのは、 2014（平成26）年11月の下村博文文部科学大
臣からの諮問文である。以下の審議事項が投げ掛けられた10。
・今後の 「アクティブ・ラーニング」の具体的な在り方に
ついてどのように考えるか。また、そうした学びを充実
させていくため、学習指導要領等において学習・指導方
法をどのように教育内容と関連付けて示していくべきか。
・特に、「アクティブ・ラーニングJ等のプロセスを通じて
表れる子供たちの学習成果をどのような方法で把握し、
評価していくことができるか。
その背景として以下のように説明する。
我が国の将来を担う子供たちには、こうした変化を乗り
越え、伝統や文化に立脚し、高い志や意欲を持つ自立し
た人間として、他者と協働しながら価値の創造に挑み、
未来を切り開いてし、く力を身に付けることが求められま
す。
上記について田村は、「これからの時代には、「能力の育成」
と「知の創造」に向けて、「アクティブ・ラー ニング」を行う
よう、教育の質的転換を図らなければならなしリ と解説する110
しかし、アクティブ・ ラーニング‘に対して危慎する声もあ
った。これについて2015（平成27）年8月に教育課程企画
特別部会からの論点整理では以下のように記される叱
育成すべき資質・能力を総合的に育むとし、う意義を踏ま
えた積極的な取組の重要性が指摘される一方で、指導法
を一定の型にはめ、教育の質の改善のための取組が、狭
い意味での授業の方法や技術の改善に終始するのではな
いかといった懸念などである。
しかし、この懸念に対し、以下のように切り返す130
次期改訂が学習・指導方法について目指すのは、特定の
型を普及させることではなく、下記のような視点に立っ
て学び全体を改善し、 子供の学びへの積極的関与と深い
理解を促すような指導や学習環境を設定することにより、
子供たちがこうした学びを経験しながら、自信を育み必
要な資質・能力を身に付けていく ことができるようにす
ることである。そうした具体的な学習プロセスは限りな
く荷主し得るもので、あり、教員一人一人が、子供たちの
発達の段階や発達の特性、子供の学習スタイルの多様性
や教育的ニーズと教科等の学習内容、単元の構成や学習
の場面等に応じた方法について研究を重ね、ふさわしい
方法を選択しながら、工夫して実践できるようにするこ
とが重要である。
視点として以下の3点が示される叱
i ）習得・活用・探究とし、う学習プロセスの中で、問題発
見・解決を；釘頁に置いた深い学びの過程が実現できてい
るかどうか。
i）他者との協働や外界との相互作用を通じて、自らの考
えを広げ深める、対話的な学びの過程が実現できている
のかどうか。
出）子供たちが見通しを持って粘り強く取り組み、自らの
学習活動を振り返って次につなげる、主体的な学びの過
程が実現できているかどうか。
上記の動向について無藤は次のように振り返る150
アクティブ・ラーニングも、要するに、文自3科学大臣の
諮問で出てきた時に、多分、大学教育がかなり念頭にあ
ったと思いますね。高校以下は初等中等教育局マターだ
から違うな、とは、私は思ったんで、す。結構、 あの時の
大臣やトップの官僚と中教審の会長、副会長レベルの話
なので、こちらは関係なかったんで、すが、多分、 大学、
そして高校というところを相当考えて出したと思います。
しかし、その後、それを読んで、学習指導要領を作る側
として、小・中学校にどう落とし込めばいいんだという
のは、相当考えざるを得なかったわけですo 単純にアク
ティブ・ラーニング、と言っても、既に実践している所は
実践しているし、これらをどのように扱うかということ
の問題意識は、既に去年の論点整理で、ある程度あったと
思います。その辺で、本当に何人かの委員が、別に 「ア
クティブ」に反対しているわけではなく、現場の実践を
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よく理解している人たちが、そこで通用する言い方や理
論などということを教育課程課の人たちと一緒にかなり
考えたという感じですね。
無藤は、アクティブ・ラーニングとは、授業方法ではなく、
授業観と捉え16、「アクティブ＇＇ Jについて次のように述べる170
実際に子どもの中に起こっているところを言っていて、
そこに向けて教師が指導しましようと、それを「アクテ
イブ」と言う。だから、子どもが情報を仕対もて、自分
なりに脳の回線を繋ぐ作業がアクティブなんですね。
さらに次のように説明する180
アクティブ・ラーエングで‘言っている「三つの学びjと
いうのは、「指導過程の改善Jと言っています。つまり「子
どもたちが脳の回線を繋ぐためには、アクティブ（能動
的）な学びを頻繁にやらなければならない」と言ってい
るのですが、同時に情報が提供され、知識を身につける
過程は、基本的にパッシブ（受動的）なんです。情報が
提供されているんです。
学校教育というのは、 100%アクティブにはならない。
教室にいること自体がパッシブなんです。たくさんイ育報
が提供され、説明が提供されて理解してしてわけです。
だから、そうし、う意味で、はパッシブなんですが、同時に
それが本当に子どもの脳の中に入って、脳の回線を繋ぐ
ためには、アクティブな関わり方なんです。だから、パ
ッシブ、であり、アクティブなんです。その組み合わせで。
先生としては、 上手な説明の仕方や提示の仕方ももちろ
ん工夫するのですが、子どもの学ぶ姿勢をアクティブに
するということを何カ所かでやらないと、子どもの身に
付かない、そういうことを言っています。
2016 （平成28）年12月の中央教育審議会の答申では、「主
体的・対話的で深い学び」の用語が使用され、以下の通り示
される190
「主体的・対話的で深い学びjの実現とは、特定の指導
方法のことでも、学校教育における教員の意図性を否定
することでもない。人間の生涯にわたって続く「学び」
という営みの本質を捉えながら、教員が教えることにし
っかりと関わり、子供たちに求められる資質・能力を育
むために必要な学びの在り方を絶え間なく考え、授業の
工夫・改善を重ねていくことである。
具体的な内容については、以下のように整理される200
「主体的・対話的で深い学びjの実現とは、以下の視点
に立った授業改善を行うことで、学校教育における質の
高い学びを実現し、学習内容を深く醐平し、資質・能力
を身に付け、 生涯にわたって能動的 （アクティブ）に学
ひ糠けるようにすることである。
視点、としては、以下の3点が列記される2¥
①学ぶことに興味や関心を持ち、自己のキャリア形成の方
向性と関連付けながら、見通しを持って粘り強く取り組
み、自己の学習活動を振り返って次につなげる 「主体的
な学びJが実現できているか。
②子供同土の協働、教職員や地域の人との対話、先哲の考
え方を手掛かりに考えること等を通じ、自己の考えを拡
げ深める 「対話的な学びJが実現できているか。
③習得・活用・探究という学びの過程の中で、各教科等の
特質に応じた「見方・考え方」を働かせながら、知識を
相互に関連付けてより深く理解したり、情報を精査して
考えを形成したり、問題を見いだして解決策を考えたり、
思いや考えを基に創造したりすることに向かう 「深い学
び」が実現できているか。
2017 （平成 29）年、小学校学習指導要領が告示される。
そこでは「「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業
改善の揃隼jがうたわれ、以下の6点が留意事頁として挙げ
られる220
ア児童生徒に求められる資質・能力を育成することを目指
した授業改善の聯且は、既に小・ 中学校を中心に多くの
実践が積み重ねられており、特に義務教育段階はこれま
で地道に取り組まれ蓄積されてきた実践を否定し、 全く
異なる指導方法を導入しなければならないと捉える必要
はないこと。
イ授業の方法や技術の改善のみを意図するもので、はなく、
児童生徒に目指す資質・能力を育むために「主体的な学
び」、「対話的な学び」、「深い学び」の視点で、授業改善
を進めるものであること。
ウ各教科等において通常行われている学習活動（言語活動、
観察・実験、問題解決的な学習など）の質の向上させる
ことを主眼とするものであること。
エ1回1回の授業で全ての学びが実現されるもので、はなく、
単元や題材など内容や時間のまとまりの中で、 学習を見
通し振り返る場面をどこに設定するか、児童生徒が考え
る場面と教師が教える場面をどのように組み立てるかを
考え、実現を図っていくものであること。
オ探い学びの鍵として 「見方 ・考え方」を働かせることが
重要になること、 各耕ヰ等の 「見方・考え方jは、「どの
ような視点で物事を捉え、どのような考え方で思考して
いくのか」というその耕ヰ等ならではの物事を捉える視
点や考え方である。各教科等を学ぶ本質的な意義の中核
をなすものであり、 教科等の学習と社会をつなぐもので
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あることから、児童生徒が学習や人生において「見方・
考え方」を自在に働かせることができるようにすること
にこそ、教師の専門性が発揮されることが求められるこ
と。
カ基礎的・基本的な知識及ひ官能の習得に課題がある場合
には、その確実な習得を図ることを重視すること。
また、以下のように示される23。
第1の3の（1)から （3）までに示すことが偏りなく
実現されるよう、単元や題材など内容や時間のまとまり
を見通しながら、児童の主体的・対話的で深い学びに向
けた授業改善を行うこと。
特に、各教科等において身に付けた知識及び技能を活用
したり、思考力、判断力、表現力等や学びに向かう力、
人間性等を発揮させたりして、 学習の対象となる物事を
捉え思考することにより、各教科等の特質に応じた物事
を捉える視点や考え方（以下「見方・考え方」という。）
が鍛えられていくことに留意し、 児童が各教科等の特質
に応じた見方・考え方を働かせながら、知識を相互に関
連付けてより深く理解したり、情報を精査して考えを形
成したり、問題を見いだして解決策を考えたり、思いや
考えを基に創造したりすることに向かう学習の過程を重
視した学習の充実を図ること。
なお、「第1の3の（1）から （3）まで」は、以下の3点
である24a
( 1）知識及び技能が習得されるようにすること。
(2）思考力、判断力、 表現カ等を育成すること。
(3）学びに向かう力、人間性等を溜養すること。
このような「主体的・対話的で深い学び」を実現するため
に合同は以下の3点を挙げる25。
①日々 の授業における質の高い教育実践を支える学校環境
の整備
②カリキュラム・マメジメントの確立
③高等学校教育、大学教育、大学入学者選抜の一体的改革
の進展
また、合田は 「子供たちに付けたい資質・能力を明確にし
たうえで、「いくつかの方法があるけれども、今日、目の前の
子供たちにとってはこれがベストだJと、常に最適な指導方
法を組み合わせながら、教師自身が能動的・主体的に考えて
いく」ことが土台であると主張する260
以上の通り、「アクティブ・ラーニングjは、2012（平成
24）年の中央教育審議会の答申で登場し、 当初は高等教育を
念頭に打ち出された。その後、初等中等教育も対象となり、
2017 （平成29）年告示の小学校学習指導要領では「主体的・
対話的で深い学び」として明確に位置付けられる。その中で
「既に小・中学校を中心に多くの実践が積み重ねられており、
特に義務教育段階はこれまで地道に取り組まれ蓄積されてき
た実践を否定し、全く異なる指導方法を導入しなければなら
ないと捉える必要はなしリと記される。 とはいえ、学校、教
師、教科によって取り組みの温度差があるのは否めない。 干
の点に関して大杉は以下のように言及する27。
アクティブ・ラーニングと聞いて、総合的な学習の時間
で地域の課題を解決したり、 特別活動でクラスの問題を
話合いでて解決したりするなど、身近な問題に直接行動を
起こして解決することをイメージされることも多いが、
それだけではない。例えば社会科において課題を追求し
解決する学習や、理科において実験・観察を通じて課題
を探究する学習、国語や各教科における言語活動、 体育
における運動課題を解決する学習、美術における表現活
動など、 全ての教科等に関わるものであり、これまでも
充実が図られたこれらの学習活動を、さらに改善・充実
させていくための視点である。
では、技能教科でもある音楽では、どのように「主体的・
対話的で深い学び」を実践していったらよいのか。 次項にお
いて検討したい。
2 音楽科における「主体的・対話的で深い
学び」
( 1)音楽とアクティブ・ラ一二ング
中村は音楽学習とアクティブ・ラーニング、に関して次のよ
うに述べる叱
演奏をしたり、曲に合わせて身体を動かすことがそもそ
もアクティブであるといえる。だが、そこに「ラー ニン
グJという言葉が付く とただ単に演奏するだけでは 「ラ
ーニング」にはならない。自分たちの課題を発見し、そ
れを自分たちが協働して解決するといプロセスを経るこ
とで、「アクティブ・ラーニング」とし寸言葉が音楽学習
にも当てはまるだろうと考えている。
2016 （平成28）年5月の教育課程部会 「芸術ワーキンググ
ノレーフ。における取りまとめ（案）」では、以下のように説明さ
れるお。
従来、 芸術系教科・科目においては、心と体を使って触
れたり感じたりする体験や、人との関わりを通してよさ
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や価値を実感する活動を重視してきた。今後、「アクティ
ブ・ラーニング」の視尽に立ち、活動と学びの関係性や、
活動を通して何が身に付いたかとし、う観点から、学習・
指導の改善・充実を進めることが求められる。また、そ
の実現のためにも、子供にどのような力が身に付いたか
を見取ってして学習評価が重要となる。
「深い学びの実現のためには、児童が音や音楽に出会い、
音楽的な見方・考え方を働かせて、 一人一人が音楽と主体的
に関わることができるようにすることJ「対話的な学びの実現
のためには、音楽表現をしたり音楽を聴いたりする過程にお
いて、音楽的な見方・考え方を働かせて、互いに気付いたこ
とや感じ取ったことなどについて交流し、音楽的な特徴につ
いて共有したり、感じ取ったことに共感したりすること」 「主
体的な学びの実現のためには、体を動か判舌動を取り入れる
などして、児童が音楽のよさなどを感じ取れるようにし、音
楽によって喚起されるイメージや気持ちの変化に気付かせる
こと」が重要であると述べられる（図1）叱この資料につ
いては、 大杉によっても紹介される31。
音楽科、芸術科（音楽）における学習のフロセス（イメージ案｝ i:tJ思惑鰐
表現領械の学習
（主体的・創造的に音楽表現する）
｜ 音や音楽との出会い
大Y
鑑賞領.の学習
（主体的・創造的に鑑賞する）
歌ったり、楽擦を演奏したり、音を出したり‘聴いたりしながら
音楽を形づくっている要素 音楽を形づくっている凄素
（や要素同士の関連）を ~ （や開同士の鵬） （鳴きが生み出
関恥／銅賞するとと ....Jすよさや面白さ、特質や雰囲航どを
感じ取る／感受すること
主
図1 音楽科、芸術科（音楽）における学習のプロセス（イメージ案）
出典教育課程部会 「芸術ワーキンググループにおける取りまとめ（案）」2016（平成28）年5月26日、 44頁。
小山は、芸術系教科におけるアクティブ・ラーニングにお
いて陥りやすい問題として、「活動を通して何を学習したのか
はっきりしない場合」と「芸術における個別の知識・技能の
習得や諸要素の働きの理解等に学習が焦点化するあまり、子
どもの創造的な表現冬場監賞の営みがもたらされない場合Jを
指摘する320 「芸術文化の深い理解と子どもたちの創造的行為
の統合こそ、芸術系教科においてめざすべき質の高いアクテ
ィブ・ラーニング」と捉え、以下のように言及する叱
自分と異質なあるいは同質な世界としての芸術文化 （作
品、 技、素材、方法等）に関わり合い、それらと対話し
ながら自らの生における創造的な行為としての表現や鑑
賞を営み、その経験と価値判断を深めてし、く、こうした
螺旋状に高まっていく子どもたちの学習のイメージを持
つことが大切。
このことを実現するためには、 「本質的な聞い」と 「パフォ
ーマンス課題」を活用することを推奨する34。なお、「パフォ
ーマンス課題」とは、様々な知識やスキルを統合して使いこ
なすことを求めるような複雑な課題であり、実演を求めるも
のもある350
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日井は音楽科とアクティブ・ラーニングに関して「子供一
人一人が感性を働かせながら、思考・判断し、表現する一連
の過程を大切にした学習指導を実践することJが大切である
と説明する360また「思考・判断を深めるためには、 音楽活
動と言語活動の往還を図ることが大切」と言及し37、「音や
音楽によって子供の心が動く瞬間Jを学習過程にどのように
倣且むのかを大切にしたいJと述べる380
(2）小学校学習指導要領における「主体的・対話的で深い
学び」
では2017（平成29）年告示の小学校学習指導要領におい
て I主体的・対話的で深い学び」が音楽科の中にどのように
位置付けられているのだろうか。 2017（平成 29）年6月告
示の『小学校学習指導要領解説 音楽編』において以下の通
り、示される3¥
題材など内容や時間のまとまりを見通して、その中で育
む資質・能力の育成に向けて、 児童の主体的・対話的で
深い学びの実現を図るようにすること。その際、音楽的
な見方・考え方を働かせ、他者と協働しながら、音楽表
現を生み出したり音楽を聴いてそのよさなどを見いだし
たりするなど、思考、判断し、表現する一連の過程を大
切にした学習の充実を図ること。
深い学びの鍵となる 「音楽的な見方・考え方」については、
「音楽に対する感性を働かせ、音や音楽を、音楽を形づくっ
ている要素とその働きの視点で捉え、自己のイメー ジや感情、
生活や文化などと関連付けることIとされる40。「音楽に対す
る感性」とは「音楽的な刺激に対する反応、すなわち、 音楽
的感受性と捉えることができる。また、音や音楽の美しさな
どを感じ取るときの心の働き」を意味する410 「音や音楽を、
音楽を形づくっている要素とその働きの視点で捉え」とは、
「音色、リズム、速度、反復、呼びかけとこたえなどの音楽
を形づくっている要素を聴き取ることと、それらの働きが生
み出すよさや面白さ、 美しさを感じ取ること」が支えとなっ
ている42。
「他者と協働Jの一例としては、「客観的な理由や根拠を基
に友達と交流し、自分の考えをもち、音楽表現そコ鑑賞の学習
を深めていく過程」が挙げられる430
「思考、判断し、表現する一連の過程」とは「表現領域に
おいては、［共通事項］ の学習との関連を図り、知識や技能を
得たり生かしたりしながら、音楽表現を工夫し、どのように
表すかについて思いや意図をもち、 実際に歌ったり楽器を演
奏したりする過程である。また鑑賞領域においては、［共通事
項］の学習との関連を図り、知識を得たり生かしたりしなが
ら、 曲や演奏のよさなどを見いだし、 言葉で表して交流する
などして音楽を味わって聴く過程」を指す4¥［共通事項］に
ついては以下の通り説明される450
ア音楽を形づくっている要素を聴き取り、それらの働
きが生み出すよさや面白さ、 美しさを感じ取りながら、
聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについ
て考えること。（思考力、判断力、 表現力等）。
イ 音楽を形づくっている要素及びそれらに関わる音符、
休符、記号や用語について、 音楽における働きと関わ
らせて理解すること。（知識）
「音楽を形づくっている要素」は以下のように示される46。
ア音楽を特徴付けている要素
音色、リズム、速度、 旋律、強弱、音の重なり、和
音の響き、 音階、調、拍、 フレーズなど
イ音楽の仕組み
反復、 呼びかけとこたえ、変化、 音楽の縦と横との
関係など
このように ［共通事項］ とも関連を図りながら、プロセス
を重視した学習が望まれている。
以上、「音楽的な見方・考え方」「協働」「過程」とし、ったこ
とがキーワー ドとして挙がっている。では、「深い学び」の実
現を図るためには、何が必要とされるのか。 無藤は 「間し、」
がポイントになると指摘する47。これは学聞における学術研
究と共通する。苅谷は、聞いを立てる方法として以下の3段
階を紹介する480
① I疑問」から （聞い〉へ
②「どうなっているの？J （実態を問う〉問い
③「なぜ」という問いかけ
ただしここで気を付けなければいけないことがある。小学
生の子どもの場合、「なぜ？Jと迫ると委縮してしまうことが
ある。「どうして？」に置き換えるとよい。
無藤は 「聞いが与えられる場合」と 「子どもたちが課題に
出会う場合」の両ケースを挙げるが49、理想は子どもによっ
て問いが立てられることである。予め教師が授業前に作成し
た学習課題の短冊を黒板に張り付ける授業は好ましくない。
仮に教師が聞いを設定するとしても、子どもにとって魅力的
な聞いでなければ、深い学びまで発展しない。したがって学
習課題の設定はとても重要である。では、どのようにしたら
設定できるのか。 まずは、子どもの実態、 特に内面の実態を
把握することにある。 子どもがどのような点に興味を寄せ、
疑問を感じているかについてである。そのために授業の最後
の 「整理jの段階に設定される振り返りの活動を充実してい
くことも大切である。 子どもが授業を通して学習したこと、
感じたことを振り返り、教師が子ども一人ひとりの実態をつ
かむことで、 次時の課題の設定へとつながる。大正期の木下
竹次（1872-1946）の 「合科学習」の伝統を現在も受け継ぎ、
アクティブラーニングの実践研究もしている奈良女子大学附
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属小学校においても、「めあてJと「ふりかえり」を重視して
いる50。また、愛知教育大学附属岡崎小学校でも「問いを生
む」ことが重視され、教師は、物社の出合わせ方を工夫し、
子どもの気付きを聞いにまで高めていくよう支援している510
問いに関しては、前述の小山も推奨する。
以上のことから、音楽科において 「主体的・対話的で深い
学び」の実現を図るためには、授業における「導入j と 「整
理」の段階の関連と工夫し、子どもの意欲の高揚を図る学習
課題の設定が鍵となる520
(3）鳥取大学附属小学校における実践事例
2017 （平成29）年10月28日（士）、鳥取大学附属小学校
研究発表大会が開催された。音楽では、以下の授業を公開し
た。
－実践日時 2017年10月28日9時30分～10時15分
・実践対象第1学年2組
－実践者 大野桂
－題材名 「にほんのおとをたのしもう
～わらべうたいむ とともに～」
題材の目標は、以下の通りである。
・「びょう打ち太鼓」と「絞太鼓Jで音遊びを楽しんだり、音
遊びをし、かして音（音楽）づくりを楽しんだりする。
－活動を通して、日本人が大切にしてきた感性を知ったり、
和楽器の特徴を感じ取ったりする。
－友だちとかかわりながら、わらべうたを楽しむ。
学習計画は全5時間で計画され、 本時は3時間目に位置付
けられ、本時の目標は以下の通りである。
－音遊びを通して感じ取った和太鼓の音色の特徴をいかして
即興で音や音楽を創作する。
－友だちとかかわりながら 「わらべうた」を楽しむ。
学習指導案では、本時のめあては「わだいこのおとをたの
しもう」と記載された。では実際の授業の導入段階では、本
時のめあてがどのように設定されたかみてみたい530
事例 10月28日（土）
授業開始前は大野のピアノ伴奏に合わせて既習曲が歌
われ、 授業開始に向けての雰囲気づくりがなされていた。
教育実習生だった学生も参観していたため、子どもたちは
学生に手を振ったりしてうれしそうで、あった。
起立礼の挨拶の後、「目をつむって、 下向いて、この音
なあに」と大野によって、音当てクイズが行われた。使用
された楽器は、大太鼓、ジャンベ、小太鼓に続き、長胴太
鼓であった。子どもたちは音に集中して聴き、一斉に手が
挙がり、積極的に回答しようとしていた。長胴太鼓のとき
の反応は、「おー」という歓声があり、「すごいうるさい、
音だって」「ばち見たら分かる」といったつぶやきが出た
後、 「長胴太鼓」と子どもが回答する。そして大野が 「こ
の前、触ってみたいと言っていたね。用意しました。後ろ
をご覧ください」と言うと、子どもたちは和太鼓を見て歓
声を上げる。大野は、ケヤキの写真を提示し、長胴太鼓が
ケヤキからできていることを簡潔に説明する。長胴太鼓の
他、絞太鼓についても紹介し、 「どんな音がでますか」と
投げ掛ける。そして「わだいこのいろいろなおとをみつけ
ようJと本時のめあてが出てきたところ、子どもが「楽し
もうIとつぶやいた声を拾い 「わだいこのいろんなおと
をみつけよう＝たのしもうJと設定された。その後、子ど
もたち全員で本時のめあてを声に出して読んだ。
音当てクイズを取り入れたことにより、子どもはゲーム感
覚で楽しみながら、音に集中した。使用した楽器が、西洋の
大太鼓、小太鼓、西アフリカを起原とするジャンベ、日本の
長胴太鼓と多様な地域の楽器が用いられ、すべて打楽器であ
る。本時で取り扱う和太鼓に意識が向きやすくなるように設
定されている。「この前、触ってみたいと言っていたね」と前
時の子どもの希望を汲み取った形で展開され、実際に和太鼓
が用意される。子どもたちの歓声から表現意欲の高まりを感
じ取れる。
本時のめあてに関しては、学習指導案では 「わだいこのお
とをたのしもう」で、あったのに対し、 「わだいこのいろんなお
とをみつけよう」さらに子どものつぶやきを反映させ、 「わだ
いこのいろんなおとをみつけよう＝たのしもうJとなり、子
どもの声を尊重した本時のめあてが設定された （写真1）。
写真1 授業の実際
おわりに
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水原は以下の通り、問題提起をする54。
コンピテンシー育成を志向してアクティブ・ラーニング
など教育方法的観点があまりに強調されて、教育内容を
どう構造化し、どのような知識体系を獲得させるかとい
う追求には深まりが見られない。教科の背景には、人類
が長い年月をかけて蓄積し構造化してきた知の枠組みが
あり、それを獲得させるためのディシプリンもある。こ
の種の構造的な知識体系を獲得させることについて、今
次の改訂は、こだわりが弱い。
日本の伝統音楽の習得の際には、模倣と繰り返しにより「型」
を身に付ける方法がとられる。また、西洋音楽の指導におい
ても、指揮者の指示によって音楽がつくられていくことが一
般的である。学校音楽教育においても、子どもに定着させた
い知識及び技能を明確にし、教師のリー ドにより子どもの表
現力を確実に導いていくことも大切である。一方で、学校教
育での音楽の授業時数は限られており、また昨今の音楽は多
岐にわたり、すべてを網羅することは厳しい。したがって地
域の音剰舌動ないしは生涯音楽学習と関連を図りながら、推
進していくことが望ましい。「地域の合唱団で、歌ってみたい」
「大人だけど、ピアノを弾し、てみたい」「地域のお祭りで、民
謡に合わせて踊ってみたい」等、生涯にわたって「主体的・
対話的で深い学び」を実現できることが理想である。
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